
地域保健・健康増進事業報告での計上方法について
【県内市町村の状況】
ASC-US/HPV（−）の方の計上方法

がん検診実施体制調査 様式６より

1

細胞診の判定
精検不要 11市町村
要精密
（ASC-US)

8市町村

要精密検査者数への計上
あり ５市町村
なし ３市町村

精密検査受診の有無別人数
への計上

異常なし ２市町村
子宮頸がんの
疑いのある者
又は未確定

１市町村

未受診 １市町村
未把握 １市町村

資料８−１

２．地域保健・健康増進事業報告での計上方法
について

【併用検診での計上方法】
※HPV検査の結果にかかわらず、以下のとおり計上する

2

細胞診：NILM 精密検査不要

細胞診：ASC-US 精検結果に応じて計上

子宮頸がんの疑いのある者
又は未確定

細胞診：ASC-US＜ 精検結果に応じて計上

未受診または未把握

コルポ診・組織診の
結果が確認できる

コルポ診・組織診の
結果が確認できない

コルポ診・組織診の
結果が確認できる

コルポ診・組織診の
結果が確認できない

次年度報告分から上記方法での計上するよう市町村へ依頼



【計上方法の変更による問題点】
・併用検診における、要精検者数が算出できない

･･･ASC-US/HPV(−)の者（島根県の指針では精検不要）が要精
検に計上されるため

・併用検診における、精検受診率が算出できない
･･･ ASC-US/HPV(＋)の精検未受診者とASC- US/HPV(−)

の者を同じ項目に計上するため

→島根県の指針に基づいて実施された、子宮頸がん検診（併用検診）
の精度管理のため、上記が算出できるように調査方法を今後検討
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２．地域保健・健康増進事業報告での計上方法
について


